
建設業における固定費とは、当該工事を受注しなくても

発生する費用であり、ほぼ販売費及び一般管理費を意味

する。変動費とは、工事の遂行に付随的に発生額が変化

する費用であり、工事原価の全てと支払利息を除く営業

外費用が変動費と考えられている。固定費と変動費に分

解する具体的な方法には、勘定科目精査法、高低２点法

建設業においては、企業行動の成果は、工事完了引渡し

によって得られる完成工事高であるので、損益分岐点と

は、完成工事高＝工事原価＋販売費及び一般管理費その

他関係費用となる点をいう。損益分岐点分析を行うこと

か、更に企業全体の期間的な総合利益計画においても、

有効な手法として活用されている。

、スキャッターグラフ法（散布図表法）、最小自乗法な

どがある。

により、個々の工事の採算分岐点を知ることに役立つほ
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